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池田莉心

海老原陽香

きょうど けんてい

　「終わった…」。いばらきっ子郷土検定の市内大会
かいほう

が終わり、解放された気がしました。
わたし きょうど けんてい

　私たちが郷土検定の学習を始めたのは夏休み。最初
と むずか

は１問解けるかどうかというくらい難しく感じまし
わたし

た。しかし、私の学校は毎年、市の代表として良い結
わたし つ

果を出していると聞き、私たちもそれを受け継がなけ
いっしょうけんめい

ればと思い、一生懸命覚えました。
みな きんちょう

　昨年�月�日市内大会。皆で直前まで勉強。緊張の

中での本番。結果は１位、県大会出場を決めました。
と くや いっ ち だんけつ

解けずに悔しい問題もありました。でも、クラスみんなで一致団結して
みりょく きょう

取り組めたので良かったと思います。魅力たっぷりで大好きな県だと郷
ど けんてい さいかくにん いけ だ り こ え び はらはる か

土検定を通して再確認できました。 （２年　池田莉心、海老原陽香）

真剣（しんけん）な表情（ひょうじょ

う）で避難訓練に取り組む生徒たち

嶋田怜真

林由都花

じ しん

　地震が起きたことを想定して、学区内の小学校２校
ひ なん わた じっ し

と合同で避難訓練・引き渡し訓練を実施しました。マ
ひ なん こう ざ さい

イタイムライン（自分の避難行動計画）講座では、災
がい おそ ほ ご しゃ いっしょ

害の恐ろしさを改めて知りました。保護者と一緒に、
ち いき

自分の住む地域がどのくらいの水位になり、どのくら
き けん

い危険になるのか、また、どんな物が必要になるのか

を考えることで、台風が来たときにどう行動すればよ
かくにん

いのかを確認することができました。
わたし

　どちらの体験も、今後の私たちの生活に重要なもの
す さいがい

です。当たり前に過ごせる毎日を大切にしながら、災害が発生したとき
ち いき

に自分の命だけでなく、家族や地域の方の命も守れるように行動してい
しま だりょうま はやしゆ づ か

きたいです。 （２年　嶋田怜真、１年　林由都花）

◆校　長　西山　則夫

◆生徒数　１５８人

◆創　立　１９７２年

◆住　所　坂東市猫実
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ばんどう ひがしちゅう

　坂東市立東中学校は、１９７２（昭和�）
そうりつ

年に創立されました。昨年度は、�周年
いい

の記念行事を行いました。学区内には飯
ぬまかんたく ち すが お ぬま

沼干拓地や菅生沼があり、広大な田園風
ゆた

景と豊かな自然が広がっています。全校
しょうき ぼ ち いき

生徒１５８人の小規模校ですが、地域の方
ひがしちゅう

から「東中の生徒はいつも大きな声であいさつをしてく
れい ぎ

れる」とほめていただくことも多く、礼儀正しく落ち着

いた学校です。

ばんどう みりょく すいしん

　また、坂東市は「魅力ある学校づくり推進事業」に取
れんけい

り組み、小中連携行事も大切にしています。本年度も学

区内の小学校２校と「交流あいさつ運動」に取り組みま
しつもん

した。３学期には小学校６年生からの不安や質問に答え
せんぱい

る「先輩と語る会」も予定しています。これからも本校
でんとう ち いき みな

の伝統行事、地域や小学生の皆さんとの交流行事を大切
か

にしながら、「あいさつが飛び交う学校」を目標に、生

徒会が中心となった取り組みを広めていきたいと思いま
きょうむ よしはらひさ こ

す。 （教務主任　�原寿子）

手ほどきを受けながら紙すきを体験する３年生

じょじょ わたし

　徐々に卒業が近づく�月。私たちの学校では毎年冬
まね し どう

になると、紙すきの先生をお招きし、ご指導をいただ
しょうしょ

きながら、３年生が卒業証書となる和紙を作ります。

　気温が低い方が良い和紙ができるということで屋外
わたし にし の うち

で行う紙すき体験。私たちがすいた「西ノ内和紙」
だい ご な すこうぞ と す

は、原料の「大子那須楮」を水で溶いたところで、簀
けた な

桁という用具を使って紙を作り上げます。冷たい水の中で手を動かす慣
しょうしょ

れない作業でした。しかし、自分だけの卒業証書になると思うと、水中

での手の冷たさも、いつのまにか良いものを作りたいという気持ちであ

まり感じなくなりました。
しょうしょ

　自分自身で作った「世界に一つだけの卒業証書」がどのような感じで

出来上がるのか、私も今から楽しみです。そして、卒業までの少ない学
す え び はら さ き

校生活を大切に過ごしていきたいです。 （３年　海老原沙季）
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